










要約;乳タンパク質から蛋白分解酵素キモシンによって遊離される糖を含む親水性のペプ

チド(GMP、グリコマクロペプチド)を用いて、細胞増殖効果、リンパ球増殖効果および抗

毒中和作用を検討した。その結果、HeLa 細胞の増殖効果は認められなかったが、Vero 細

胞では増殖抑制効果がやや弱いながらも認められた。また、脾臓リンパ細胞(SP、splenic

cells)および腸管バイエル氏板リンパ細胞(PP、Peyer'spatch cells)では、強い細胞増殖

効果が認められた。抗毒中和効果では、コレラトキシンのもつ腸管内液体貯溜活性を阻害

した。


